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４
月
１
日
か
ら
小
粟
田
の
里
の
園
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
不
慣
れ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
、
そ
し
て
ご
家
族

の
皆
様
と
接
す
る
中
で
、
安
心
・
安
全
な

生
活
を
支
え
る
こ
と
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ

な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　

さ
て
、
今
年
は
何
と
い
っ
て
も
改
元
が

国
民
的
な
関
心
事
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
か
ら

令
和
に
改
ま
っ
て
２
カ
月
。
施
設
の
中
で
は
、

い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
利
用
者
と
職
員
の
姿

が
あ
り
、
落
ち
着
い
た
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

当
園
は
、
昭
和
58
年
に
開
業
以
来
、
今
年
で

37
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和
か
ら
平
成
に

か
け
て
福
祉
の
制
度
は
大
き
く
転
換
し
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
高
齢
者
の
生
活
の
中
で

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

令
和
の
時
代
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

は
さ
ら
に
増
え
、
福
祉
の
ニ
ー
ズ
も
益
々

多
様
化
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
介
護

人
材
不
足
と
い
う
問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
の
展
望
に
お
い
て
、

や
は
り
高
齢
者
福
祉
施
設
は
重
要
な
役
割
を

担
う
も
の
と
考
え
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

あ
ら
た
め
て
、
職
員
と
と
も
に
当
法
人
の

基
本
理
念
で
あ
る
「
み
ん
な
が
笑
顔　

み
ん
な
の
喜
び　

み
ん
な
で
満
足
」
を

追
求
し
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
粟
田
の
里 

園
長　
　

野　

澤　
　
　

敏

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ



共有し、その人らしい生活を支援します。

ひまわりグループ
ひまわりグループでは、指先を使ったり、体を動かす体操など、

ご利用者の皆さんと一緒にできる余暇活動を積極的に取り組んでいます。

６月の飾りつけ～あじさい～
花の形に切った折り紙を
台紙に貼りつけます。

次はどんな飾りを
作ろうかな～？

パタカラ体操
食事の前に発声をして、口や
舌の体操を行います。

チューリップグループ

四季折々の塗り絵
を楽しまれていま
す。
廊下に作品の展示
も行っています。

その人らしく笑顔で元気に生活できるよう支援します

準備運動をしっかり行い、身体の
調子を整えてから Let's singing♪
楽器も使って楽しく歌っています。

ご利用者も職員も声を出して、楽しみながら
体操します。自然と笑顔に

完成！

上手くできるかな？
パ・パ・パ・パ・パッ！



一人ひとりと向き合い、思いを　重点目標

たんぽぽグループ では

ご利用者の笑顔あふれる環境づくりを行っています。

ご利用者の意向に沿った
活動をしています。

趣味のカメラ 季節の飾りつけ

体を動かし血行を良くし
ましょう！

ラジオ体操

誰が飛ばすかなー！
黒ひげ危機一発！

季節に合わせた飾りつけ
を作っています。

装飾作成

すみれグループ（ショートステイ）

介護が必要な高齢者の方に短期間入所し
ていただき、身の回りのお世話や、入浴、
食事などのサービスを提供します。また、
ご利用者様どうしのあたらしい交流が生
まれています。

食堂窓からサクラをみながら、ティータイム

長年培った筆さばき、お見事‼

繊細な手先で生まれた作品です。

習　字

切り貼り絵飾り

ご
利
用
者
の
力
作

送迎車



　
「
平
成
」か
ら
新
し
い
元
号「
令
和
」

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
穏
や
か
な

季
節
の
お
か
げ
で
し
ょ
う
か
、暖
か
い

気
持
ち
で
改
元
を
迎
え
ま
し
た
。

令
和
の
響
き
は
、
お
洒
落
、
格
好
が

良
い
と
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
写
真
に
写
っ
た
入
所
様
方
、

風
景
も
ど
こ
か
穏
や
か
に
感
じ
ま
す
。

　

暑
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
脱
水
、

熱
中
症
に
注
意
し
て
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
粟
田
の
里
苦
情
解
決
体
制

○
苦
情
受
付
担
当
者　

業
務
課
長　

櫻
井
百
合
子

○
苦
情
解
決
責
任
者　

園　
　

長　

野
澤　
　

敏

○
第
三
者
委
員

　

佐
藤　

昭
夫　

０
２
５
８
-８
２
-４
１
９
９

　

小
宮
山
正
久　

０
２
５
８
-８
９
-２
９
５
８

苦
情
件
数　
　

０
件

　

平
成
30
年
11
月
よ
り
平
成
31
年
3
月
ま
で
の

間
に
受
け
付
け
た
苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
遠
慮

な
く
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！

（
Ｈ
30
．11
．１
〜
Ｈ
31
．3
．31
）

 

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
け
び
の
会　

様

小
千
谷
市
赤
十
字
奉
仕
団　

様

か
た
こ
の
会　

様

真
宗
大
谷
派
三
条
教
区　
　
　
　

十
二
組
坊
守
会　

様

ス
マ
イ
ル
の
会　

様

Ｊ
Ａ
越
後
お
ぢ
や　
　
　
　
　
　

た
ん
ぽ
ぽ
の
会　

様

寺
小
屋
ク
ラ
ブ　

様

小
宮
美
保
子　

様

須
田　

ミ
ヨ　

様

樋
口
巳
代
志　

様

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌
よ
り
掲
載
）

◎
寄
付
金

真
宗
大
谷
派
三
条
教
区　
　
　
　

十
二
組
坊
守
会　

様

鈴
木　

則
子　

様

◎
寄
付
物
品

　

 　

山
﨑
醸
造　

様

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

山﨑醸造様

Ｑ
、
小
粟
田
の
里
の
雰
囲
気

は
ど
う
で
す
か
？

 

佐
藤(

仁)　

み
ん
な
が
助
け

合
っ
て
良
き
チ
ー
ム
の
よ
う

で
す
。

 

佐
藤(

弘)  

職
員
の
皆
さ
ん

が
と
て
も
明
る
く
、
元
気
だ

と
思
い
ま
す
。

 

増
川　

暖
か
い
雰
囲
気
。

Ｑ
、
自
分
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
は
？

 

佐
藤(

仁)　

？
。
自
分
の

こ
と
は
自
分
が
一
番
わ
か
っ

て
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

 

佐
藤(

弘)　

素
直
に
学
ぶ

新任職員紹介
姿
勢
で
あ
り
た
い
事
。

 

増
川　

笑
顔
。

Ｑ
、
ど
ん
な
職
員
に
な
り
た

い
で
す
か
？

 

佐
藤(

仁)　

ご
利
用
者
に

信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
職
員

で
す
。

 

佐
藤(

弘)　

介
護
の
技
術
を

得
て
、
ご
利
用
者
に
不
安
に

思
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

 

増
川　

ご
利
用
者
一
人
一
人

か
ら
頼
っ
て
も
ら
え
る
職
員
。

出
会
え
て
よ
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
職
員
。

佐藤　仁佐藤弘子増川愛里

秋
祭
り
の

　

ご
案
内

10
月
25
日（
金
）

今
年
度
は
熱
中
症
な

ど
の
対
策
を
行
う
た

め
、
夏
祭
り
か
ら
秋

祭
り
に
変
更
し
て
開

催
い
た
し
ま
す
。
沢

山
の
方
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

甘酒をたくさん
いただきました。
ありがとうござ
いました。


